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・みんなで楽しく学ぼう！ 

 ～県内２か所のイベントで食育推進活動を行いました～ 

 

             （食育推進課）  １

◎地域トピックス 

・消費拡大は足元から！フラワーウォーク尾張版開催！  

             （尾張農林水産事務所）  ２

  

・あいち花フェスタ２０１４が開催されました  

（知多農林水産事務所）  ３

 

◎東日本情報 

・「６次産業化推進シンポジウム」で先進的取組を紹介  

                          （東京事務所） ４

  

◎フラワーページ 

・群馬県のコギク生産拡大に向けた取り組み  

（群馬県東京園芸情報センター） ６

◎青 果 

・愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場）  ７

・名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し  ８

  

◎花 き 

・切花・鉢花の１月の見通し（県内市場）  ２０
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※今月、「西日本情報」はありません。 

 

 

 

内容についての問い合わせ先 

愛知県東京事務所行政課農産物流通対策グループ   (03)-5492-5400 

愛知県農林水産部食育推進課            (052)-954-6421 



 

食 育 推 進 課 

 

みんなで楽しく学ぼう！ 

～県内２か所のイベントで食育推進活動を行いました～ 

 

愛知県では、県民の皆さんに食の大切さを知ってもらい、食育の実践を促すため、県内

各地で食育推進活動を行っています。 

平成 26 年 11 月には、名古屋市中央卸売市場の「ふれあい市場まつり」、イオン新瑞橋

店の「いいともあいちフェア」において、県民の皆さんが「地産地消」、「バランスのとれ

た食事の実践」について楽しく学べるよう、食育推進ボランティアや野菜ソムリエ等と一

緒に活動を行いました。 

 

◇ふれあい市場まつり （平成26年11月16日（日）） 

場  所：名古屋市中央卸売市場 

 取組内容：管理栄養士による栄養相談、粉あてクイズ、ミニ絵

本づくり等 
 

当日は、天候にも恵まれ多くの方に参加していただきました。 

栄養相談では、相談者に日ごろの食生活を振り返っていただ

くとともに、相談者にあったメニューの提案を行いました。 

粉あてクイズでは、原材料をヒントに、実際に米粉や片栗粉

など5種類の粉を触り、その名前を当てていただきました。 

また、ミニ絵本づくりでは、友人や家族と一緒に野菜版を始

め3種類のミニ絵本を作り、県産農林水産物について学んでい

ただきました。 

 

 

◇いいともあいちフェア （平成26年11月29日（土）） 

場  所：イオン新瑞橋店 

 取組内容：野菜ソムリエによる野菜トークショー、野菜350g

を当てるクイズ、箱の中の野菜を当てるクイズ等 
 

当日は、新瑞橋店に来店した家族連れなど、多くの方に参加

していただきました。 

トークショーでは、野菜ソムリエが県産野菜の産地、美味し

い野菜の見分け方や、保存方法等をお伝えし、県産野菜のPR

を行いました。 

また、野菜を食生活に取り入れてもらうため、実際に数種類

の野菜を1日の摂取目標量である350gになるよう組み合わせて、

秤で計量し、その重さを実感していただきました。 

情 報 サ ロ ン 

この粉、何の粉？ 

栄養相談の様子 

県産野菜のPR 

野菜350gはどのくらい？ 



  

 

     消費拡大は足元から！フラワーウォーク尾張版開催！ 
 

尾張農林水産事務所 

 

尾張花き連合会（事務局：尾張農林農政課内）は、平成２６年６月３０日(月)及び１２

月１０日（水）の２回にわたり、県三の丸庁舎において、「フラワーウォーク尾張版」を開

催しました。 

今年は、稲沢市と犬山市の生産者がそれぞれアンスリウムとシクラメンを提供し、愛知

県三の丸庁舎入居機関および一宮保健所稲沢分室、尾張農林水産事務所稲沢駐在室の職員

に斡旋しました。 

 

○ピンクが人気！アンスリウム 

尾張農林水産事務所は、県庁で年６回程度開催されるフ

ラワーウォークにも参加しており、毎回２０～４０鉢程度

の申し込みがあります。 

６月に配布したアンスリウムは、一鉢 1,000 円で、これ

までに開催した金額 500 円の倍の単価でしたが、尾張農林

水産事務所だけで３５鉢、他機関を含めると７５鉢の申し

込みがありました。 

ガラスの鉢が用いられたおしゃれな外観に加え、３色を

用意して色別に注文を受けたことが、複数注文につながり、

需要を喚起したと考えられます。 

なお、最もよく売れたのはピンクで、白の１．８倍でした。 

 

○前年比１７０％！シクラメン 

１２月のシクラメンは、昨年も同じ日付で同様に実施し

ています。昨年は、色はすべてお任せで注文を受けました

が、今年は６月のアンスリウムの経験を踏まえ、色の系統

別に赤、白、ピンク、紫の４色に分けて注文を受けました。 

すると、今回の注文数は、１８７鉢と、昨年の１７０％

にも達しました。 

今回、最もよく売れたのはピンクでしたが、イメージが

わきにくかった「紫」が配布時に他の方の目にも触れて話

題になりました。次回の企画では紫の売れ行きも伸びると

予測されます。 

 

○参加者の反応は、上々！ 

アンスリウムに対しては、「思ったより大きくて立派。」

「夏を越しても元気で長持ちしている。」などの感想が寄せ

られました。 

一方、シクラメンの配布時は、形状や色合いがバラエテ

ィに富んでいたため、「こんなにいろいろと種類があるんだ

ね。」「どれにしようか迷ってしまう。」とずいぶん盛り上が

りました。 

 

今後も、身近な消費者へ尾張の花きの良さを伝えるため

に、工夫して、尾張ならではのフラワーウォークに取り組

みます。 

地域トピックス 

配布時の盛り上がり 

３色のアンスリウム 

バラエティに富むシクラメン 



地域トピックス

知多農林水産事務所

あいち花フェスタ２０１４が開催されました

平成２６年１１月２１日（金）から２４日（月・振休）の４日間、中部国際空港セント

レアで、「あいち花フェスタ２０１４」のメインステージが開催されました。

フラワーディスプレイ

会場では、目玉展示であるポインセチアを使用したクリスマ

スツリーを始め、５市５町の花き組合ディスプレイ、市町ＰＲ

コーナー・いけばな、ハンギングバスケット、県花き連展示、

全国都市緑化フェアＰＲ展示など、色取りどりのフラワーディ

スプレイで、来場者の目を楽しませていました。

また、新しい試みとして、来場者による人気投票形式でのフ

ラワーコンテストを実施しました。投票結果がそのまま順位と

なるため、生産者にとっては消費者の好みを知る絶好の機会と

なりました。

ステージイベント

ステージイベントでは、花男子パフォーマンスによる

「いい夫婦の日」の花贈りＰＲを始め、知多地域のゆる

キャラ による物産・観光ＰＲ、いけばなデモンストレ

ーションなど、幅広い年齢層をターゲットにしたイベン

トを開催しました。

他にも、花育教室、スタンプラリー、物産展などを実

施して、多くの方にご来場いただきました。

大盛況のうちに

このうち、農政課は、半田農業高校の研究発表、ゆる

キャラ 関係のステージイベントを担当しました。ステ

ージでは、花や市町にまつわるクイズを出題して、来場

者に知多地域のＰＲを行うとともに、花への関心度を高

めました。

また、ＰＲカードの賞品引き換えをセントレアホール

で実施して集客に努めました。

会期中は天候に恵まれたことや、プレステージ等での

事前ＰＲが功を奏し、１５万人近くの来場者を得て、盛

況のうちに無事終えることができました。

【クリスマスツリー】

【会場の様子】

【ステージの様子】



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

「６次産業化推進シンポジウム」で先進的取組を紹介

本シンポジウムは、農林水産省の補助事業としてNAPA（野村アグリプランニング＆アド

バイザリー株式会社）の主催で、異業種や地域とのネットワークを積極的に構築し、新た

な視点で６次産業化の先進的な取組事例を紹介する目的で、平成26年11月25日（火）に日

本橋三井ホール（中央区日本橋）で開催されましたのでその結果を報告します。

１ シンポジウムの概要

農林水産省食料産業局長の桜庭英悦（さ

くらばえいえつ）氏から、「全国各地のモデ

ルとなる先進事例を表彰し、日本各地にお

いてそれぞれの地域特色を活かした多様な

６次産業化の取組を展開してほしい。６次

産業化をキーワードとしてグローバルとロ

ーカルをどのように結びつけていくか、地

域への雇用創出等参考にしたい。」等のあい

さつがありました。

２ ６次産業化の先進事例表彰

今回（２回目）は、全国から50事業体の応

募があり、７つの項目（経営規模、収益性、

成長性、バリューチェーン、イノベーション、

地域貢献、社会貢献）を評価し、数値化した

後プレゼンを聞いて決定していました。

農林水産大臣賞には、和歌山県有田市にあ

る株式会社早和果樹園（代表 秋竹新吾氏）が選ばれました。早和果樹園は、有田みかん

の生産者７戸で平成12年に設立した会社で、みかんの味にこだわった栽培（周年マルチ点

滴灌水同時施肥法）で「味一みかん」を増産する一方で「味一しぼり」、「てまりみかん」

等の加工品を次々に展開し成長を遂げた会社でした。栽培面では、富士通との協力でICT

農業システムを導入し、樹木一本ごとにID化して樹園地の見える化を図り成功していまし

た。常にお客様視点で商品づくりを行い、年間65万人に試飲したという企業努力には目を

見張るものがあり、それが新しい商品開発に成功していると思われました。また高価格帯

の商品だけでなく、手ごろな価格で提供する「飲むみかん」も販売しており、これを導入

することで売上が急増したようで、創造性、成長性、地域貢献といった点からいずれも高

く評価されていました。

表彰

☆農林水産大臣賞
株式会社早和果樹園（和歌山県有田市）

☆食料産業局長賞
有限会社柏崎青果（青森県おいらせ町）
株式会社いでぼく（静岡県富士宮市）
株式会社恵那川上屋（岐阜県恵那市）
やまいもまつり有限会社（山口県周南市）
株式会社お菓子のポルシェ（沖縄県読谷村）

受賞者の撮影（前列右から３番目が早和果樹園の秋竹氏）



食料産業局長賞を受賞された５団体についても高く評価されており、各地で様々な取組

が行われ、新たな雇用創出や地域資源の活用、輸出に対する戦略等、６次産業化への期待

がうかがえました。

３ パネルディスカッション

「農林漁業の未来創造戦略」と題して、受賞者である早和果樹園の秋竹新吾代表取締役、

いでぼくの井出行俊代表に、(株)エー・ピーカンパニーの米山久代表取締役社長と農事組

合法人和郷園の木内博一代表理事を加え、コーディネーター（滋賀大学社会連携研究セン

ター石井良一教授）によるパネルディスカッションが行われました。

秋竹氏は前述の通りで、今後はみかんの機能性を発揮できる商品開発や輸出に大きな関

心を持っていました。

井出氏は富士山麓での酪農を基盤にホルスタイン種だけでなく、ジャージー種やブラウ

ンスイス種を導入し、その乳製品はアイス、ソフト、クレープと多岐にわたり小田急電鉄

や三越伊勢丹グループ等との取引をしていました。フランチャイズによる店舗展開も軌道

に乗っていて、品川等県外への出店も計画していました。また地元農家と連携し、いでぼ

く認証野菜をブランド化していました。素材をブランド化した都市近郊酪農モデルとして

今後更なる発展が期待されました。

米山氏は３次産業（飲食店経営）から６次産業化を展開しており、「塚田農場」がよく

知られています。宮崎県の地鶏に焦点をあて差別化し、いいものを安くお客様に提供する

ことを目的としていました。今後は飲食以外での販売戦略、例えばECサイトのなかで塚田

農場を広めていきたいと語っていました。

木内氏は１次産業から２次、３次と６次産業化を展開しており、農業生産の安定と生産

拡大に必ずつながるように、また付加価値がつくような産品を考えて取り組んでいました。

３次（販売）では自分たちの取り組みをＰＲしたいことも理由の一つでした。今後は全国

網羅できる加工基地を作っていきたい。また商品の販売開発を異業種と連携して進めてい

ると語っていました。

シンポジウムを通じて６次産業の多様性、また成功には多くの要素があることを再認識

しました。例えば、消費者目線、商品の特徴、地域からの理解、売る側の理解、進むべき

方向性の提示、異業種交流、技術開発等。今後、「農林水産業・地域の活力創造プラン」

に基づいた６次産業化等の推進により、農業の成長産業化が進むと思われますが、成長し

た企業によって農産物の流通形体が緩やかに変化していく可能性を感じました。

パネルディスカッションする４名

（左から早和果樹園秋竹氏、いでぼく井出氏、和郷園木内氏、エー・ピーカンパニー米山氏）



フラワーページ

群馬県東京園芸情報センター

群馬県のコギク生産拡大に向けた取り組み

〔概要〕

群馬県のコギク作付面積は、１６.３ha(平成２５年)で、平坦地から中山間地まで広く
栽培されています。生産者数は約２００名で、県内で最も生産者数の多い品目となってい

ますが、近年、他の花き品目と同様に生産者数、作付面積ともに減少傾向にあります。

そのため、県では、新規栽培者の掘り起こしや生産拡大に向けた取り組みを行っていま

す。

栽培テキストの作成

平成２５年度に新たにコギク栽培に取り組

む生産者を主な対象とした栽培テキスト『ま

るごと「ぐんまのコギク」ブック』を作成し

ました。

新規に栽培を始める人にもわかりやすい様

に、写真を中心に解説しており、また、各産

地で慣例的に行われている工夫点などもワン

ポイントアドバイスとして、多く掲載してい

ます。

県オリジナル品種の育成

県農業技術センターでは、本県の気候や栽

培条件に適応し、需要期に安定して開花する

品種の育成に取り組んでいます。

これまでに８月盆向けの２品種「小夏の風

（白色）」、「小夏の月（黄色）」を育成し、平

成２５年１２月には、新たに７月咲きの黄色

品種「小夏の星（仮称）」の品種登録出願を行

いました。平成２６年１０月には「国際フラ

ワー EXPO」に出展し、実需者に向けて新品種

「小夏の星（仮称）」の PRを行いました。

『まるごと「ぐんまのコギク」ブック』

国際フラワー EXPOでの品種展示



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：小松菜）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２６年実績 １９１ １０７ ４３０ ３８６ 岐阜 （２５％)
(５６％) 静岡 （７％）

茨城 （５％）
２７年見通し １７０ － ４５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の主な産地は大治町、あま市（旧甚 愛知、岐阜は生産者の高齢化に伴う作付面
目寺町）、安城市。台風の影響もなく、順 積の減少により、出荷量は減少傾向にある。
調な生育ではあるが、作付面積の減少によ 葉菜類ではほうれん草の人気が高いが、小
り、入荷量は減少傾向。 松菜も栄養価が非常に高いことをアピールし
入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 ていくことが重要。

年をやや上回る見込み。 原油価格の高騰などにより費用がかさむが
、値段は大きく変わらないため、生産者の持
ち出しが増える一方である。産地の維持をど
のように行っていくかが課題である。

○ 東京都中央卸売市場（品目：セルリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２６年実績 ９３４ １７３ ２４０ ２４０ 静岡 (４４％)
(１９％) 福岡 (１８％)

茨城 ( ７％)
２７年見通し ９００ － ２４５ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

静岡が入荷の４割以上を占め、愛知、福 適期収穫や温度管理による品質保持を徹底
岡がそれに続く。静岡の入荷量は平成23年 して行われており、愛知産の形状や品質に問
以降減少傾向で推移しており、最初のピー 題はない。日量格差のない安定した出荷と事
クは12月である。本県産は２月にピークを 前の出荷予測情報提供が望まれる。
迎える。生育は各産地とも概ね良好であり
、価格は220円/kg前後と前年よりかなり安
く推移している。
入荷量は多かった前年をやや下回り、価

格は前年をわずかに上回る見込み。



名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し

１２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ３２，２７０ 231 200 181 愛知 28%
２３年 ２９，１５５ 235 218 204 北海道 24%
２４年 ３０，３３５ 329 221 215 茨城 7%
２５年 ３０，９９６ 277 221 220 静岡 5%
２６年 ３０，５６１ 279 220 220

５ヵ年平均 ３０，６６３ － － －

２７年見通し ３０，７００ － － －

２２年 １，７０７ 82 75 74 静岡 44%
２３年 １，８５５ 53 57 70 徳島 16%
２４年 １，９９８ 95 79 84 千葉 14%
２５年 １，７１６ 112 99 93 愛知 9%
２６年 １，８３３ 85 75 80

５ヵ年平均 １，８２２ 85 77 80

２７年見通し １，８００ 80 70 70

２２年 ２，０９８ 89 80 73 愛知 83%
２３年 ２，０６６ 114 109 120 鹿児島 11%
２４年 １，９３２ 129 122 112 熊本 2%
２５年 ２，０９４ 127 121 115 長崎 2%
２６年 ２，０５９ 151 131 119

５ヵ年平均 ２，０５０ 122 112 108

２７年見通し ２，１００ 120 100 100
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　愛知を中心に、鹿児島が続く。全体的に豊
作で生育も順調。鹿児島は９月の台風の影響
があり、若干遅れがちではあるが、下旬には
持ち直す。年内はＭ，Ｌ中心で、年明けから
はＬ、ＬＬ中心となる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、徳島を中心に、前半は愛知の残数
も入る。台風の影響も少なく、昨年並みの
出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

１１１

　愛知、北海道からの入荷が中心となる。
台風や天候不安定の影響で出荷量は安定し
ない。今後は冷え込みの影響が着色や玉の
肥大に影響してくる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

１０５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２２４

２１２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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名古屋市中央卸売市場



１２月２６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １１７，５１７ 246 226 237 千葉 18%
２３年 １１６，４６７ 238 220 231 茨城 16%
２４年 １１６，８３１ 287 228 243 北海道 10%
２５年 １１８，０４０ 296 248 236 愛知 8%
２６年 １２２，２３９ 273 231 232 （愛知産比率 8%)

５ヵ年平均 １１８，２１９ － － －

２７年見通し １２２，０００ － － －

２２年 １２，２８２ 84 77 81 神奈川 51%
２３年 １２，７９１ 54 53 67 千葉 40%
２４年 １２，２７４ 88 85 95 徳島 3%
２５年 １２，８０９ 116 102 100 鹿児島 2%
２６年 １３，５０６ 90 72 73 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １２，７３２ 86 79 86

２７年見通し １３，６００ 68 72 76

２２年 ７，４９０ 86 78 73 千葉 81%
２３年 ６，６１７ 142 138 139 埼玉 8%
２４年 ６，７４４ 112 105 104 茨城 4%
２５年 ６，３０７ 137 136 139 中国 2%
２６年 ６，５５７ 159 143 133 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ６，７４３ 126 119 116

２７年見通し ６，７００ 120 115 110

　千葉、茨城など関東産地からの入荷が中
心で、土物類は北海道からの入荷となる。
にんじん、はくさいは生育良好で順調入荷
が期待できる。果菜類は低温で着色、肥大
が鈍いが入荷量は品目でまちまち。
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１０５
７８

８４

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２４２

２３７
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並の見込みで、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

１１５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７２  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前月から持ち
直すが前年をかなり下回る見込み。

　神奈川、千葉からの入荷が中心となる。
神奈川は冷え込みで肥大が進まない状況だ
が、全体的に生育良好。千葉は台風の影響
で一部欠株がみられるほ場があるが、全体
的に肥大も生育も良好。

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉を中心に関東産地からの入荷とな
る。千葉は肥大も品質もよく生育良好。埼
玉は肥大がよく生育良好。茨城は一部で台
風の影響から肥大不足等みられるが全体的
には生育良好。
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東京都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ２，４３０ 61 61 61 茨城 37%
２３年 ２，７１８ 63 59 61 愛知 33%
２４年 ２，６６０ 73 65 77 兵庫 17%
２５年 ２，６９１ 88 75 70 宮崎 10%
２６年 ２，３５０ 82 68 67

５ヵ年平均 ２，５７０ 73 66 67

２７年見通し ２，４００ 70 70 70

２２年 ２，４９１ 74 92 105 愛知 92%
２３年 ２，５１８ 82 104 110 茨城 3%
２４年 ２，９８１ 145 131 117 鹿児島 2%
２５年 ３，３３６ 108 104 114
２６年 ２，９１０ 152 132 131

５ヵ年平均 ２，８４７ 114 113 116

２７年見通し ２，９００ 100 100 100

２２年 ３７８ 533 506 497 愛知 78%
２３年 ３１０ 380 525 505 群馬 5%
２４年 ３３３ 714 542 515 茨城 5%
２５年 ３２６ 573 573 558
２６年 ３１４ 603 570 599

５ヵ年平均 ３３２ 562 542 533

２７年見通し ３２０ 600 550 500
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５５８
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前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知からの入荷が中心となる。順調な出
荷が見込まれるが、生産者減による出荷量
への影響が懸念される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知からの入荷が中心となる。台風の影
響と病気の発生により遅れがちではある
が、年明けには回復すると思われる、しか
し、天候次第では今後の入荷量への影響も
懸念される。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、茨城からの入荷が中心で兵庫が続
く。茨城、兵庫は安定した出荷が見込まれ
るものの、愛知産は台風の影響で痛みが出
ており、数量はそれほど多くはない。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並みの見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １２，５２４ 34 37 38 茨城 81%
２３年 １２，３９７ 50 47 49 群馬 9%
２４年 １３，２５０ 48 52 64 兵庫 4%
２５年 １３，７７２ 77 76 66 埼玉 3%
２６年 １４，５２８ 69 63 56 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １３，２９４ 56 56 55

２７年見通し １５，０００ 45 50 55

２２年 １２，５１８ 83 105 113 愛知 53%
２３年 １２，６２３ 85 106 113 千葉 26%
２４年 １３，３９１ 136 130 123 神奈川 12%
２５年 １３，１６１ 128 114 120 茨城 5%
２６年 １２，６７４ 149 134 135 （愛知産比率 53%)

５ヵ年平均 １２，８７３ 117 118 121

２７年見通し １２，６００ 100 110 120

２２年 １，７２１ 551 491 490 群馬 30%
２３年 １，５１４ 451 480 510 茨城 22%
２４年 １，３０２ 710 493 589 埼玉 20%
２５年 １，５２２ 620 577 546 千葉 18%
２６年 １，５１８ 581 533 508 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，５１５ 578 515 526

２７年見通し １，６００ 540 520 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉、神奈川からの入荷が中心と
なる。本県産は一部で黒腐病の発生がある
が、生育は概ね良好。千葉は台風でまき直
した影響が中下旬にでる模様。神奈川は生
育良好でやや小玉傾向。

５０

　茨城からの入荷が中心で、群馬、兵庫、
埼玉からの入荷が増えてくる。茨城は病害
虫被害なく生育良好で大玉傾向。群馬も生
育良好で11月までの気温高の影響でやや前
進傾向。
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 前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

５８０
５７４
５３５

５３４

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。群馬は露地、ハウスともに生育
良好だが、雪害のハウス再建が遅れてい
る。茨城、埼玉、千葉は生育良好で潤沢な
入荷が期待できる。

東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，１３８ 435 341 320 静岡 23%
２３年 １，０１２ 439 370 377 愛知 20%
２４年 １，０４４ 424 334 356 大分 16%
２５年 ９８６ 456 348 324 群馬 11%
２６年 ９９５ 434 355 333

５ヵ年平均 １，０３５ 437 349 342

２７年見通し １，０００ 400 350 300

２２年 １，４３３ 251 264 281 兵庫 40%
２３年 １，１６３ 184 233 298 愛知 18%
２４年 １，３９５ 390 290 309 熊本 15%
２５年 １，３０９ 454 409 432 静岡 10%
２６年 １，５８６ 324 266 283

５ヵ年平均 １，３７７ 323 292 319

２７年見通し １，３５０ 320 330 380

２２年 １，２７７ 278 345 357 愛知 52%
２３年 １，２２６ 338 321 345 宮崎 18%
２４年 ２，３１６ 166 233 276 高知 15%
２５年 １，１９０ 515 482 384 鹿児島 14%
２６年 １，３６４ 345 334 355

５ヵ年平均 １，４７４ 303 326 334

２７年見通し １，３５０ 350 350 350
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、西南暖地（宮崎、高知、鹿児島）
から入荷。天候不良により入荷量は安定し
ない。前年より高値傾向は続いているが、
中旬には落ち着くのでは。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回る見込み。

３１６

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫の淡路島、愛知、静岡等から入荷。
天候の影響受けやすく、兵庫の冷え込みが
懸念される。どの産地も肥大が進んでおら
ず、年明けまで玉太りの良いものは出てこ
ないが、１月中旬になれば増えてくる見込
み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。
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 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長ねぎは愛知からの入荷が中心。日照不
足により全体的に細め。白ねぎは鳥取、静
岡から入荷。生育は順調で、２Ｌ、３Ｌの
比率が高くなる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

３５８
３６１
３６２

３６５
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名
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ５，１６４ 319 260 242 千葉 32%
２３年 ５，０９７ 305 247 241 埼玉 26%
２４年 ５，１１１ 277 205 235 茨城 17%
２５年 ４，９８４ 330 288 247 群馬 12%
２６年 ５，４７５ 314 240 213 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ５，１６６ 309 248 235

２７年見通し ５，６００ 280 240 200

２２年 ６，７５２ 264 276 285 静岡 34%
２３年 ６，３２７ 186 225 284 兵庫 12%
２４年 ７，１０８ 365 287 301 香川 11%
２５年 ５，６６８ 478 411 417 長崎 9%
２６年 ６，７５７ 329 270 284 （愛知産比率 5%)

５ヵ年平均 ６，５２２ 322 291 311

２７年見通し ７，０００ 300 280 275

２２年 ５，４６３ 310 361 363 宮崎 39%
２３年 ５，１８１ 353 346 349 高知 21%
２４年 ４，９１２ 382 420 559 千葉 19%
２５年 ４，８３４ 554 428 397 茨城 7%
２６年 ５，０９０ 365 380 367 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ５，０９６ 390 386 405

２７年見通し ４，９００ 0 0 0

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

品
目
名

ね
　
　
 
　
ぎ

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

２３２
２８３
２５０

２５８

レ
　
　
タ
　
　
ス

２７６
２３４
３１４
４３４
２９４

３０７  前年及び本年の

２８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並を見込む。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２６９
２５７

 前年及び本年の

４００

き
　
ゅ

　
う
　
り

３４５
３４９
４５０
４８１
３７０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。千葉は台風の影響で一部曲がり
がみられるが、好天で生育は前進傾向。埼
玉は伸び太りともに良好。各産地とも生育
は概ね良好で安定入荷が見込まれる。

　静岡、兵庫、香川、長崎からの入荷が中
心となる。静岡は11月の曇雨天で病害が発
生し、生育はやや不良だが、年明けは出荷
が増える模様。兵庫、香川は好天に恵まれ
生育良好で前進傾向。

　宮崎、高知、千葉からの入荷が中心とな
る。宮崎は台風の影響で定植が遅れた。高
知はやや軟弱徒長気味だが生育は概ね良
好。千葉は着果良好で品質もよく順調な入
荷が期待できる。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

３９７

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４４８ 256 354 393 熊本 50%
２３年 ４５０ 321 376 364 愛知 44%
２４年 ３９８ 411 422 474 高知 4%
２５年 ３７７ 419 414 434 岐阜 0%
２６年 ４４９ 368 354 342

５ヵ年平均 ４２４ 352 382 399

２７年見通し ４００ 340 360 380

２２年 ７６５ 262 332 372 熊本 48%
２３年 ８９１ 339 323 272 愛知 27%
２４年 ８３３ 400 368 390 三重 15%
２５年 ９９０ 365 340 327 岐阜 6%
２６年 ９２７ 325 314 331

５ヵ年平均 ８８１ 340 335 336

２７年見通し ９００ 320 320 320

２２年 ２６８ 567 634 725 熊本 58%
２３年 ３１３ 480 537 582 愛知 26%
２４年 ３０８ 593 677 797 和歌山 11%
２５年 ３８２ 538 545 582
２６年 ３７９ 584 607 640

５ヵ年平均 ３３０ 553 597 659

２７年見通し ３８０ 530 550 580

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本中心で愛知が続く。熊本は冷え込み
の影響があるも、ハウス物が順調。愛知
は、冷え込みによる着花不良により、生育
不良の可能性がある。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６４３
５３６
６８７
５６３
６１８

６０７

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本が中心の入荷。熊本の八代地区の作
付面積が減少しているが、玉名地区は作付
面積が増えており、全体的には出荷量は上
昇する見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３２５
３０８
３８２
３４０
３２２

３３５

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千両なすは愛知、長なすは熊本からの入荷
が中心となる。両産地とも生育は順調である
が、冷え込みの影響で出荷が少ない状況であ
る。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

な
　
　
　
　
す

３３１
３５８
４３４
４２０
３５１

３７６

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，９０７ 299 449 479 高知 63%
２３年 ２，０８０ 354 381 374 福岡 18%
２４年 １，８７４ 523 446 501 熊本 6%
２５年 １，８２２ 391 428 461 佐賀 4%
２６年 ２，３５６ 394 387 373 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ２，００８ 391 416 433

２７年見通し ２，２５０ 440 420 400

２２年 ４，５８１ 293 373 417 熊本 44%
２３年 ４，９７０ 381 372 354 愛知 17%
２４年 ４，６２８ 462 420 428 栃木 12%
２５年 ５，２２２ 384 367 360 静岡 5%
２６年 ５，２２３ 365 348 354 （愛知産比率 17%)

５ヵ年平均 ４，９２５ 377 375 381

２７年見通し ５，２５０ 360 350 355

２２年 １，０５８ 578 639 718 熊本 42%
２３年 １，２７９ 446 481 545 愛知 21%
２４年 １，１８３ 602 656 814 宮崎 13%
２５年 １，４１５ 553 538 585 千葉 8%
２６年 １，６５１ 560 546 583 （愛知産比率 21%)

５ヵ年平均 １，３１７ 547 566 639

２７年見通し １，７００ 560 550 570

　熊本、愛知、宮崎、千葉からの入荷が中
心となる。各産地とも気温低下の影響で着
色が鈍いが、生育は概ね良好。熊本は作付
面積増。

な
　
　
　
　
す

４０６
３７４
４８８
４３４
３８９

４１６  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　高知、福岡など西南暖地からの入荷が中
心となる。全体的に生育は概ね良好。高知
は気温低下で果実肥大が鈍く、脇芽の発生
も少ない。福岡は、果実肥大は鈍いが、花
数がやや増えてきた。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３６２
３５４
４３７
３７０
３５６

３７５

　熊本、愛知、栃木からの入荷が中心とな
る。各産地とも気温低下の影響で着色は鈍
いが、玉伸びよく病害虫の発生が散見され
るも生育は概ね良好。順調な入荷が期待で
きる。

５８４

 前年及び本年の

３５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は多かった前年並で、価格も前年
並を見込む。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並の見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６４７
４９２
６８７
５５９
５６３

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

５６０

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ３５９ 475 702 714 鹿児島 49%
２３年 ４４１ 321 493 619 宮崎 37%
２４年 ３９６ 527 576 761 高知 14%
２５年 ３３９ 724 759 794 0 0%
２６年 ４０１ 541 599 574

５ヵ年平均 ３８７ 508 617 687

２７年見通し ４１０ 550 700 700

２２年 ２，５８６ 128 131 125 北海道 52%
２３年 ２，６８６ 141 139 135 長崎 35%
２４年 ２，９６７ 105 110 108 鹿児島 13%
２５年 ２，７８８ 94 98 95 静岡 0%
２６年 ２，８０４ 108 105 106

５ヵ年平均 ２，７６６ 115 116 113

２７年見通し ２，８００ 90 100 110

２２年 ４，４６０ 105 109 104 北海道 95%
２３年 ４，３５０ 107 132 114 中国 2%
２４年 ４，７７２ 92 88 90 静岡 2%
２５年 ５，４７７ 79 82 84 アメリカ 1%
２６年 ５，００８ 102 139 124

５ヵ年平均 ４，８１３ 96 109 103

２７年見通し ５，４００ 80 90 90

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

８６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほぼ北海道からの入荷となり、他には輸
入もの。生育は順調で、Ｌ大以上の大玉が
中心となる。
　入荷量は多かった前年をかなり上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１０６
１１９
８７
７８

１１４

１００

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道の貯蔵ものと、長崎の秋じゃがい
もと抑制ものが入荷。北海道はやや早めの
出荷。長崎は上旬から出荷される。生育は
順調でＬ玉中心。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２８
１３７
１０８
９６

１０５

１１４

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地（宮崎、鹿児島、高知）から入
荷。上旬ぐらいまでは天候不安定により少
なめも、中旬以降は回復し、全体的には平
年並みの出荷量となる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６３８
４９０
６０２
７７４
６０４

６１４

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，２５１ 510 750 697 宮崎 49%
２３年 １，３０６ 345 549 638 高知 21%
２４年 １，２１８ 549 607 751 鹿児島 17%
２５年 １，１４９ 744 783 777 茨城 11%
２６年 １，３４０ 531 668 685 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，２５３ 536 671 710

２７年見通し １，３００ 750 650 650

２２年 ７，５２４ 135 139 138 北海道 61%
２３年 ７，８１４ 146 145 144 長崎 28%
２４年 ８，５５９ 112 110 114 鹿児島 11%
２５年 ８，１３７ 104 102 99 千葉 0%
２６年 ８，３８１ 113 110 108 （愛知産比率－%）

５ヵ年平均 ８，０８３ 122 121 121

２７年見通し ８，８００ 100 100 100

２２年 ８，１４５ 121 123 135 北海道 84%
２３年 ７，５３０ 136 144 145 静岡 6%
２４年 ８，９２５ 96 93 96 中国 5%
２５年 ８，６７６ 80 83 88 米国 4%
２６年 ８，４２３ 134 137 145 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ８，３４０ 113 116 122

２７年見通し ８，５００ 95 90 90

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に入荷する。順調な出荷が
続いており、年明けは６日出しからのス
タート。入荷量は前年並み、価格は高かっ
た前年を大幅に下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１２７
１４３
９５
８４

１４０

１１８

６５０  入荷量・価格の動き

ば

れ

い

し

ょ

１３８
１４５
１１２
１０１
１１０

１２１  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長崎、鹿児島などから入
荷する。北海道は順調な生育。前進出荷と
生食用の出荷を加工向けに回したことによ
り、年明け以降の残量はやや減る。長崎は
玉肥大が遅れており、やや小玉での出荷と
なりそう。入荷量は前年をやや上回り、価
格はかなり下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

６６１
５２７
６３５
７７３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　宮崎を中心に高知、鹿児島などから入荷
する。宮崎は定植後、生育遅れがあった
が、回復し順調な生育。冷え込みでやや生
育が鈍っているが問題ない。高知は、肥大
は鈍いが生育は良好。入荷量は前年わずか
に下回り、価格は前年をわずかに上回る見
込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

６３３

６４６  前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ９，７７７ 307 268 281 静岡 18%
２３年 ８，９７０ 379 340 345 フィリピン 17%
２４年 ８，８４７ 390 329 352 青森 17%
２５年 ８，３９２ 405 315 313 愛知 16%
２６年 ７，８１０ 410 338 315

５ヵ年平均 ８，７５９ － － －

２７年見通し ７，９００ － － －

２２年 ２，７８９ 172 152 164 静岡 58%
２３年 ２，３３３ 280 305 320 愛知 24%
２４年 ２，７７７ 239 222 217 和歌山 14%
２５年 ２，５５５ 226 193 199 愛媛 1%
２６年 ２，５５７ 227 206 207

５ヵ年平均 ２，６０２ － － －

２７年見通し ２，５００ 220 200 200

２２年 ８９０ 1,141 996 1,033 愛知 56%
２３年 ７９４ 1,343 1,187 1,173 熊本 22%
２４年 ７３２ 1,430 1,217 1,369 三重 7%
２５年 ８６９ 1,427 1,062 1,069 鹿児島 6%
２６年 ６５４ 1,579 1,257 1,323

５ヵ年平均 ７８８ － － －

２７年見通し ７００ 1,400 1,200 1,300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

２８３
３５０
３５２
３３４
３５３

３３３  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は静岡、青森、愛知。みかん、
りんご、いちごなどが入荷。天候不良によ
る生育への影響が出ており、品質低下が懸
念される。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１６３
３０４
２２４
２０５
２１２

２１９  前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は静岡、愛知、和歌山。出荷は
前倒し傾向。出荷量は前年とさほど差は無
いが、品質が良くなく、売れ行きが懸念さ
れる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，０５４
１，２２５
１，３３８
１，１７５
１，３８６

１，２２３  前年及び本年の

１，３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、熊本。九州の作付け面
積は減少している。また、定植の遅れがあ
り若干出荷に影響があるが、中旬以降は持
ち直すであろう。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４３，０３７ 340 278 289 愛媛 19%
２３年 ３６，１５３ 436 370 386 静岡 17%
２４年 ３８，７９０ 416 334 337 青森 13%
２５年 ３４，６９９ 454 350 338 和歌山 7%
２６年 ３６，８１４ 436 344 342 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ３７，８９９ － － －

２７年見通し ３７，０００ － － －

２２年 １７，２３４ 171 159 167 静岡 35%
２３年 １２，８３７ 285 306 328 愛媛 22%
２４年 １７，０７０ 241 233 229 長崎 13%
２５年 １３，６８６ 244 216 212 和歌山 12%
２６年 １６，４３２ 224 201 211 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １５，４５２ 230 219 225

２７年見通し １７，０００ 240 210 210

２２年 ４，４０１ 1,121 1,019 1,020 栃木 41%
２３年 ４，０１７ 1,206 1,130 1,141 福岡 18%
２４年 ３，３０５ 1,341 1,166 1,335 茨城 13%
２５年 ４，１６３ 1,345 1,125 1,111 静岡 8%
２６年 ３，５０２ 1,508 1,258 1,262 （愛知産比率 2%)

５ヵ年平均 ３，８７８ 1,294 1,133 1,162

２７年見通し ３，８００ 1,400 1,200 1,150

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。また、いよかん、ぽんかん等の柑橘
類の入荷も増える。みかんは品質もあがり
引き合いも強くなってくる。りんごはサン
ふじ、王林などの貯蔵物となる。全体の入
荷量は前年並み、価格は前年をやや上回る
見込み。

 前年及び本年の

３８０

品
目
名

 入荷量・価格の動き

３６５

果
　
　
実
　
　
計

２９７
３９４
３５５
３６９

３５１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

み
　
　
か
　
　
ん

１６５
３１０
２３４
２２１
２１１

２２４

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木中心に、福岡、茨城、静岡から入荷
する。当初は生育が前進して進んでいた
が、12月の低温でクリスマス前に数量が増
えなかった。年明けは中旬か下旬にかけて
潤沢な入荷が見込まれる。栃木は半ば以
降、福岡は上旬から増えてくる。入荷量は
前年をかなり上回り、価格は前年をかなり
下回ると見込まれる。

い
　
ち
　
ご

１，０５３
１，１５７
１，２８２
１，１９２
１，３４３

１，１９６  前年及び本年の

１，２５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

「普通みかん」主力となり、静岡、愛媛、
長崎、和歌山などから入荷する。静岡の
「青島」は２Ｌ、Ｌサイズが中心で品質も
良好。愛媛は「南柑2号」が中心だが、降雪
の影響で傷みが増え数量が減少する見込
み。入荷量は前年をやや上回り、価格も前
年をやや上回ると見込まれる。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月２８日現在）

２２年 ２，１２０ ５９
実 ２３年 １，７０６ ５６

２４年 １，８５７ ４７
績 ２５年 １，５８７ ５９

２６年 １，７９０ ４７

１，８１２ ５３

１，７００ ５０

概
　
要

２２年 １，０４７ ３０
実 ２３年 ７４９ ３７

２４年 ９８７ ２５
績 ２５年 ９４９ ３２

２６年 ９７３ ２１

９４１ ２９

９６０ ２５

概
　
要

２２年 ９３９ ３５
実 ２３年 ９６３ ３５

２４年 ９５３ ３７
績 ２５年 ９１４ ３８

２６年 ９６０ ３５

９４６ ３６

９６０ ３７

概
　
要

２２年 １５４ ８３
実 ２３年 １３２ ８５

２４年 １４８ ８０
績 ２５年 １４３ ７５

２６年 １７４ ７９

１５０ ８０

１７０ ７５

概
　
要

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、沖縄等から入荷。作付は昨年並みからやや少なめで、日照不足や低温が続
くと太みが乗らず、箱数は出づらくなる。業務主体の値動きとなるが、堅調に推移すると
思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

２７年見通し

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

５ヶ年平均

　沖縄中心に入荷。年末の残りにもよるが12月の低温、日照不足から咲き足は鈍っていお
り、全般に落ち着いた入荷となると思われる。引き続き低温傾向が続くと品薄感もでそ
う。

５ヶ年平均

２７年見通し

　愛知県を中心に和歌山、長野から入荷。今年は全体的に9月の寒暖差があったため、生
育が順調で1月は安定供給が見込める。業務中心にスタンダードの引き合いが強い。

２７年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。入荷量は昨年並みぐらい。前半は少なく、後半はより増
加。価格は業務中心の販売で厳しい販売となろう。

単位：千本、円／本



２２年 ２５０ １８６
実 ２３年 ２７８ １８８

２４年 ２７１ １９６
績 ２５年 ２７４ １６３

２６年 ２６６ ２０４

２６８ １８７

２７０ ２００

概
　
要

２２年 ３５２ ７９
実 ２３年 ４５２ ７１

２４年 ４８６ ７３
績 ２５年 ４２４ ７５

２６年 ４７０ ８５

４３７ ７６

４７０ ８０

概
　
要

２２年 ６６６ ７６
実 ２３年 ６６５ ７５

２４年 ６３６ ７６
績 ２５年 ６７７ ７４

２６年 ６５４ ７８

６６０ ７６

６５０ ７８

概
　
要

２２年 １，０９５ ４８
実 ２３年 １，５０１ ４２

２４年 １，４１１ ４２
績 ２５年 １，４１４ ４１

２６年 １，４３３ ４５

１，３７１ ４４

１，４５０ ４３

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２７年見通し

　高知、愛知、静岡、埼玉から入荷。ＯＨは年末出荷の遅れた分が前半集中しそう。中旬
以降は数量減少。鉄砲、ＬＡユリは月を通して入荷は少ない。業務中心に販売で価格は入
荷次第で波がありそう。

５ヶ年平均

２７年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。夏からの日照不足の影響を受け、入荷量は増え
てこない。輸入も円安の影響で品薄感がありそう。

２７年見通し

　長野中心に促成の桜、ボケ、コデマリが入荷。成人式で上の階級の引き合いが強いが、
それ以降は鈍化しそう。下の階級は引き続き引合いは強い。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２７年見通し

　高知、徳島、愛知、静岡、輸入物が入荷。12月の低温、日照不足などによって、出荷が
遅れた品目が出揃う。コチョウラン、シンビジウムなどはその傾向があり、他の輸入関係
は若干少ない見込み。

ば
　
　
　
　
ら

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月１５日現在）

２２年 ３０，５８２ ２１１

実 ２３年 ３１，３７７ ２１３

２４年 ３２，５８６ ２０１

績 ２５年 ２４，２６７ １９２

２６年 ２４，４３９ ２１８

２８，６５０ ２０７

２４，０００ ２００

概
　
要

２２年 ５０２，３７０ ９４

実 ２３年 ４４６，６５９ １１５

２４年 ４２９，１０３ １１３

績 ２５年 ５６８，２９７ ９９

２６年 ５４７，８２５ ９６

４９８，８５１ １０２

５４０，０００ ９５

概
　
要

２２年 １０３，２７８ １６２

実 ２３年 ７９，１４８ １８５

２４年 ７８，０７４ １８９

績 ２５年 ６４，４５４ １９４

２６年 ７０，０２６ １８０

７８，９９６ １８１

４９，０００ １８０

概
　
要

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ 　入荷量は、昨年並みか。品種としては目新しいものもなく、従来品となり、月初めから

白花を中心に順調な入荷となりそう。市況は、年始売り絡みで上旬は良いが、月後半にな
るほど厳しさを増すと予想。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位山梨県（２３．３％）、２位長野
県（２１．６％）、３位新潟県（２１．１％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

５ヶ年平均

２６年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は、昨年より３割減か。特に愛知県産が減少。鉢サイズは、６号鉢が少なく、４
号、５号鉢が主体か。品種別では、赤、黄、ピンクが主体となりそう。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（５４．７％）、２位埼玉
県（２３．８％）、３位長野県（６．５％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は、昨年並みか。初恋系を始め、品種物も順調な入荷となりそう。ポリアン、
ジュリアンとも生育良好で良品が期待できそう。天候次第では、前倒しの入荷もありう
る。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４６．１％）、２位三重
県（１１．０％）、３位埼玉県（９．８％）となっている。

５ヶ年平均

２７年見通し

単位：鉢、円／鉢



２２年 ４４，９２０ ３１４

実 ２３年 ５７，２６４ ２６７

２４年 ４４，８４３ ２９５

績 ２５年 ４９，５８０ ３０１

２６年 ５６，６６２ ２８８

５０，６５４ ２９２

５６，０００ ２８０

概
　
要

２２年 ３７，５７８ １９３

実 ２３年 ３９，４４５ １７９

２４年 ４５，６４１ １９３

績 ２５年 ４８，３０６ １８７

２６年 ４６，５４５ ２０１

４３，５０３ １９１

４６，０００ ２００

概
　
要

２２年 １９，０７２ １，０６６

実 ２３年 ２３，８３０ ７１１

２４年 ２０，２１８ ７７５

績 ２５年 ３５，４７９ ５１３

２６年 ２２，４２２ ７８２

２４，２０４ ７３３

２２，０００ ７００

概
　
要

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

マ
　
ー

　
ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヶ年平均

２７年見通し

　入荷量は昨年並みか。上旬は少なめ、下旬から増加か。昨年同様、シーズンを通して、
ツボミ出荷をお願いしたい。市況としては、上旬が高めか。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（５０．６％）、２位岡山
県（１３．６％）、３位静岡県（１１．６％）となっている。

２７年見通し

　入荷量は昨年並みか。今後の天候、日照量、温度等にもよるが、中旬頃から徐々に増加
か。品種、仕立て、色幅等、新たなラインナップを期待。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（３１．８％）、２位愛知
県（２４．３％）、３位静岡県（１６．５％）となっている。

２７年見通し

　入荷量は昨年並みか。市況としては、世間一般の買い控え傾向で厳しくなることが予
想。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉県（２３．１％）、２位愛知
県（１６．９％）、３位茨城県（１５．２％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 61,018 91.0 9,025,298 99.2 148 109.0 714,757 112 78,501,479 101 110 90

トマト 912 88.6 438,896 97.7 481 110.3 6,388 92 2,586,442 98 405 107

たまねぎ 26,426 71.7 1,342,755 78.9 51 110.2 299,933 128 14,813,300 112 49 87

にんにく 1,765 114.3 316,357 136.2 179 119.2 15,745 102 2,657,882 91 169 89

ねぎ 5,039 101.5 557,407 93.1 111 91.7 47,045 104 4,976,518 98 106 94

ブロッコリー 2,340 107.7 28,281 5.2 12 4.8 28,281 90 5,385,048 86 190 96

結球キャベツ 3,242 307.5 101,071 252.6 31 82.1 33,166 151 1,303,776 155 39 102

にんじん・かぶ 7,079 108.2 269,691 77.3 38 71.4 64,575 98 3,128,552 86 48 88

ごぼう 4,759 103.9 232,899 66.4 49 63.9 39,388 122 2,893,888 154 73 126

えんどう 31 29.2 13,964 34.3 450 117.5 577 38 201,511 37 349 99

アスパラガス 1,316 107.9 877,534 106.3 667 98.5 9,782 108 5,787,608 109 592 101

まつたけ 288 87.4 1,944,617 103.0 6,752 117.9 918 83 4,918,246 91 5,358 110

しいたけ 241 71.2 89,254 67.6 370 95.0 1,975 75 755,884 81 383 108

かぼちゃ 1,988 225.3 153,044 249.2 77 110.6 83,278 95 6,699,805 101 80 105

果実（生鮮・乾燥） 131,481 94.2 22,851,096 114.3 174 121.2 1,445,690 94 241,652,873 110 167 117

バナナ 84,754 94.9 7,831,864 112.7 92 118.8 806,772 97 73,340,662 107 91 110

パイナップル 12,668 85.6 953,228 95.5 75 111.5 140,341 93 10,359,128 110 74 119

レモン 3,818 122.4 642,859 109.8 168 89.8 42,201 101 7,654,678 132 181 130

オレンジ 4,627 72.8 554,684 79.7 120 109.4 78,016 75 11,009,134 96 141 128

グレープフルーツ 434 43.0 37,163 42.3 86 98.4 95,248 85 9,892,890 91 104 107

メロン 1,716 86.1 211,124 104.7 123 121.5 26,223 90 2,885,874 95 110 105

ぶどう 1,447 83.5 509,872 93.7 352 112.3 24,429 143 6,683,815 159 274 111

キウイ 3,782 142.8 1,121,450 156.2 297 109.4 61,611 111 21,203,750 122 344 109

いちご 726 95.3 780,164 106.5 1,075 111.7 2,937 98 2,983,509 104 1,016 106

切花（生鮮・乾燥） 3,148 88.2 2,626,228 86.9 834 98.5 35,001 92 30,235,258 100 864 109

鳥獣肉類 207,063 131.8 112,100,036 152.5 541 115.7 1,662,857 111 844,333,333 120 508 108

牛肉（くず肉含む） 48,881 107.7 32,769,202 146.6 670 136.1 442,260 99 250,357,479 113 566 114

豚肉（くず肉含む） 99,956 149.7 54,974,247 155.6 550 104.0 728,742 119 399,491,764 123 548 104

鶏肉 47,523 132.5 14,797,956 170.5 311 128.7 394,343 114 114,393,246 124 290 108

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 144,052 96.2 108,297,610 107.6 752 111.8 1,353,474 98 917,264,522 109 678 112

まぐろ類 21,512 106.7 1,636,375 10.6 76 10.0 175,589 102 141,504,122 100 806 97

さば・さんま・あじ・いわし 3,755 114.3 864,555 109.0 230 95.3 54,097 113 12,545,780 133 232 118

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 7,592 176.4 2,266,623 179.7 299 101.9 19,515 129 8,321,038 136 426 105

うんしゅうみかん 1,807 149.8 262,315 174.7 145 116.6 2,097 151 455,015 169 217 112

りんご 4,435 218.3 1,420,231 210.7 320 96.6 13,103 133 4,706,855 141 359 106

なし 127 171.9 65,924 163.1 519 94.9 921 83 485,565 90 527 108

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 435,670 119.9 - - - - 2,948,021 118 - -

緑茶 356 130.3 786,909 131.2 2,210 100.7 2,762 118 6,284,314 118 2,275 100

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

１ ０ 月 ま で の 累 計

（２０１４年）

品 名
１ ０ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

24年平均 99.7 96.1 103.3 99.0 101.4 24年平均 101.8 111.1 99.0 102.8 100.9

25年平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4 25年平均 105.5 106.3 100.9 103.3 112.6

26年 7月 103.6 94.2 109.7 109.8 113.0 26年 7月 100.6 102.4 95.6 96.1 118.5

 8月 102.9 93.2 110.9 106.7 110.1  8月 101.1 100.9 97.2 95.9 115.8

 9月 102.6 94.4 108.1 103.1 107.7 9月 100.9 100.5 97.2 96.1 113.4

10月 102.7 96.8 110.1 101.0 105.1 10月 101.3 100.7 99.1 97.4 110.2

愛

知

県

 

24年平均 99.7 98.0 105.3 99.1 102.1   

25年平均 102.9 102.3 117.2 101.1 107.9 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

26年 7月 103.5 98.7 111.6 107.2 111.4  

     8月 102.7 99.7 112.5 104.2 109.4

     9月 101.1 98.6 110.7 103.1 107.3

    10月 102.1 99.0 108.1 101.3 104.7

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

24年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 350 229 558 665 165 564 

25年平均 2,084 149 182 649 442 299 163 388 231 569 695 162 567 

26年 7月 1,934 147 192 699 330 343 169 365 280 535 580 152 637 

 8月 1,945 149 190 698 346 339 164 367 266 545 568 146 654 

 9月 1,929 145 198 701 366 331 170 381 253 550 551 140 661 

10月 1,931 150 192 699 363 329 165 380 254 551 548 134 665 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
ロ
ー
ス
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

24年平均   582 283 352 177 211 805 534 153 168 306 225 797 398 

25年平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 231 794 390 

26年 7月 690 348 446 ― 240 847 562 169 176 335 246 860 413 

8月 699 357 476 ― 258 861 558 160 178 348 241 849 420 

9月 703 361 468 ― 244 870 551 154 172 349 240 851 419 

10月 699 356 469 181 242 855 549 152 171 349 236 857 421 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №499

平成２７年１月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


